
龍
王
山

（665m）
（
八
幡
町
） 

中
国
自
然
歩
道
を
中
心
に
快
適
に
歩
く 

  

山
頂
へ
向
か
う
ル
ー
ト
は
主
に
３
つ
。
先
ず
Ａ
コ
ー
ス
（
黄
色
で

示
す
）
。
こ
れ
が
最
短
で
あ
る
。
次
い
で
Ｂ
コ
ー
ス
（
黒
色
）
。
Ｃ

（
赤
色
）
が
最
も
長
い
。
Ｂ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
縦
走
コ
ー
ス

と
し
て
紹
介
し
て
い
る
「
龍
王
山
か
ら
南
方
尾
根
縦
走
」
を
参
照

方
。
こ
こ
で
は
、
Ａ
コ
ー
ス
か
ら
登
り
、
Ｃ
コ
ー
ス
を
下
る
場
合

を
紹
介
す
る
。
歩
行
距
離
は
約
１
４
Ｋ
ｍ
＊
所
要
時
間
は
６
時
間

か
ら
７
時
間
。
累
積
標
高
差
は
＋
７
１
０
ｍ
、
マ
イ
ナ
ス
８
９
０

ｍ
。 

三
原
駅
か
ら
バ
ス
で
向
か
う
場
合
は
、
「
峠
バ
ス
停
」
①
で
下
車
。

車
道
を
約
１
・
２
Ｋ
ｍ
バ
ス
の
進
行
方
向
へ
歩
く
と
、
右
手
に
八

坂
峠
登
山
口
（
標
識
は
「
御
調
八
幡
宮
入
口
」
と
な
っ
て
い
る
）

②
が
あ
る
。
車
で
行
く
場
合
は
、
こ
の
登
山
口
の
少
し
向
こ
う
に

１
０
台
は
停
め
ら
れ
る
駐
車
場
が
あ
る
。
こ
の
登
山
口
か
ら
龍
王

山
を
経
由
し
て
御
調
八
幡
宮
ま
で
は
、
中
国
自
然
歩
道
で
繋
が
っ

て
い
る
。
道
は
よ
く
整
備
さ
れ
て
、
階
段
も
沢
山
設
置
さ
れ
て
い

る
。
相
当
急
な
坂
道
な
の
で
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
登
ろ
う
。
約
３
０

分
も
登
る
と
視
界
が
開
け
、
振
り
返
る
と
「
大
峰
山
」
や
三
原
市

街
や
本
郷
町
も
見
え
る
。
そ
こ
か
ら
約
５
分
で
分
岐
点
③
に
着
く
。

こ
こ
は
標
識
に
従
い
左
へ
進
む
。
そ
こ
か
ら
２
０
分
弱
で
ピ
ー
ク

に
達
す
る
。
そ
こ
か
ら
急
な
坂
道
を
注
意
し
て
下
り
、
少
し
平
坦

道
を
過
ぎ
る
と
再
び
登
り
と
な
り
約
２
０
分
弱
で
東
屋
（
展
望
台
）

④
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
の
眺
め
は
す
ば
ら
し
く
、
三
原
市
街
・
瀬

戸
内
海
・
み
は
ら
し
連
山
等
が
望
め
る
。
こ
こ
で
ゆ
っ
く
り
景
色

を
楽
し
も
う
。
龍
王
山
（
国
土
地
理
院
で
は
こ
の
字
で
あ
る
が
、

山
頂
の
標
識
に
は
「
竜
王
山
」
と
あ
る
）
の
頂
上
⑤
へ
は
５
分
も

歩
く
と
着
く
。
こ
こ
か
ら
の
眺
望
は
全
く
な
い
が
、
当
地
で
は
珍

し
い
一
等
三
角
点
が
あ
る
。
急
な
坂
を
下
る
事
約
１
５
分
で
八
幡

峠
⑥
に
着
く
（
途
中
で
奥
の
院
へ
の
標
識
が
あ
る
が
、
関
心
が
あ

れ
ば
往
復
約
１
０
分
で
あ
る
）
。
こ
こ
を
左
折
す
る
と
、
御
調
八
幡

宮
へ
下
る
Ｂ
コ
ー
ス
で
あ
る
。
右
折
す
る
道
も
あ
る
が
、
こ
れ
は

非
常
に
荒
れ
て
お
り
間
違
え
て
下
り
な
い
事
。
我
々
は
こ
こ
を
直

進
し
、
し
ば
ら
く
中
国
自
然
歩
道
か
ら
外
れ
て
、
御
調
坂
（
辻
堂
）・

深
町
へ
の
ル
ー
ト
を
と
る
。
約
２
５
分
も
登
り
を
続
け
る
と
、
ピ

ー
ク
（
約
６
３
０
ｍ
）
⑦
に

達
す
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
途

中
多
少
の
ア
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン

を
繰
り
返
し
な
が
ら
下
っ

て
行
く
。
約
９
０
分
で
御
調

坂
（
み
と
さ
か
）
⑧
に
到
着

す
る
。
こ
の
間
に
間
違
い
や

す
い
脇
道
が
数
か
所
あ
る

の
で
注
意
す
る
事
。
特
に
Ａ

点
は
要
注
意
。
鋭
角
に
曲
が

る
が
、
う
っ
か
り
す
る
と
、

直
進
し
て
し
ま
う
。
又
、
一

か
所
「
ま
き
道
」
も
あ
る
。

こ
の
御
調
坂
か
ら
「
高
平
ダ

ム
」
ま
で
は
再
び
中
国
自
然

歩
道
と
な
り
、
下
り
が
続
く
。

渓
流
を
右
に
見
な
が
ら
進

む
と
、「
落
石
」「
鯨
石
」「
亀

石
」
と
続
き
、
「
彭
祖
（
ほ

う
そ
）
の
滝
」
へ
の
分
岐
が

現
れ
る
。
片
道
１
２
５
ｍ
な

の
で
、
ぜ
ひ
寄
っ
て
み
よ
う
。

見
事
な
滝
を
楽
し
め
る
。
元

に
戻
り
、
更
に
下
る
と
奇
岩

「
盗
人
の
釜
」
が
現
れ
、「
桜

滝
」（
乾
季
に
は
水
が
無
い
）

分
岐
そ
し
て
「
高
平
ダ
ム
」

⑨
に
着
く
。
こ
の
位
置
に
、

「
中
国
自
然
歩
道
」
の
大
き

な
案
内
板
が
あ
る
。
こ
こ
ま

で
約
７
０
分
。
自
然
歩
道
は

更
に
尾
道
の
方
へ
続
く
が
、

我
々
は
、
自
然
歩
道
か
ら
分

か
れ
て
、
右
手
に
進
み
、
舗

装
さ
れ
た
道
を
、
道
な
り
に

進
み
「
大
池
下
バ
ス
停
」
⑩

を
目
指
す
。
約
５
０
分
で
県

道
５
５
号
線
に
あ
る
バ
ス

停
に
着
く
。 

こ
こ
で
紹
介
し
た
コ
ー
ス

八幡神社前バス停 

Ａ
点
（
迷
い
易
い
） 

Ｂ点 

峠バス停 ① 

大 池 下 バ ス 停 

⑩ 

八
坂
峠
登
山
口 

② 

駐
車
場 

 

分岐点（桜山別れ）③ 

東屋（展望台）④ 

龍王山山頂 ⑤ 

八
幡
峠 

⑥ 

ピーク ⑦ 

御
調
坂 

⑧ 

高
平
ダ
ム 

⑨ 



は
全
般
的
に
樹
林
帯
を
歩
く
の
で
、
出
発
か
ら
Ｂ
点
ま
で
は
、
一

部
を
除
き
日
陰
と
な
る
。
そ
し
て
、
樹
木
に
阻
ま
れ
、
ほ
と
ん
ど

景
色
を
楽
し
む
事
が
出
来
な
い
（
本
文
中
で
紹
介
し
た
個
所
を
除

き
）。
尚
、
Ｂ
点
以
降
は
山
道
か
ら
一
般
道
へ
出
る
の
で
、
直
射
日

光
を
受
け
る
。 

ア
ク
セ
ス 

「
峠
バ
ス
停
」・
・
・
三
原
駅
西
口
（
隆
景
広
場
）
か
ら
中
国
バ
ス

の
「
久
井
・
甲
山
方
面
行
き
」
に
乗
車 

「
大
池
下
バ
ス
停
」・
・
・
中
国
バ
ス
「
三
原
駅
・
久
井
・
甲
山
方

面
行
き
」
で
三
原
駅
へ 

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト 

 

以
下
の
写
真
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

    

←高平ダムにある分岐点⑨。

中国自然歩道の大きな案内板

がある。 

県道５５号線に出ると、すぐ目の前

が大池下バス停⑩である。→ 

御調坂分岐点 ⑧ 八幡峠 ⑥ 

東屋(展望台) ④ 

八坂峠登山口駐車場 

分岐点 ③ 

八坂峠登山口 ② 

25 分 35 分 

45 分 

15 分 

25 分 

90 分 70 分 50 分 

ピ
ー
ク
⑦ 


